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学 　校 　便 　り　 第５号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 甲斐市立敷島小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年７月１８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　新海宏子　 

　７月２１日（土）から夏休みに入ります。８月２６日（日）までの３７日間です。是非、健康で心が豊かになるような思い出がつまった夏休みになることを願っております。 

朝からごろごろするわが子を見て怒ることばかり！と軽いため息も聞こえてきそうですが、親子で作戦を練り？今までとは一味違った夏休みをめざしてください。また、我が子も他人の子も区別なく地域の子として大人の知恵や力を教え・育てて下さい。 

　 

　　”地区懇談会、授業参観ありガとうございました” 

地区懇談会での熱心な話し合いありがとうございました。懇談を企画運営してくださった地区役員の皆様方お世話になりました。その地区ならではの関心事や問題点が出されました。地区の役員のお力も借りながら、地域の子どもとして見守りやご指導をお願いします。 

その中でも自転車利用（乗る範囲を決めてほしい）に関しての心配がいくつかの地区や後日の学年懇談でも話題に上りました。子どもにとって自転車はとても便利な乗り物です。気楽に乗り出せて自由が効きますし、少し遠くへ足を伸ばすことで自身の世界が拡がります。友だちとのコミュニケーションも拡がる魅力的な交通手段・遊び道具でもあります。しかし、最近ではテレビ新聞等で自転車関連のニュースや話題が頻繁に取り上げられています。軽車両としての交通ルールやマナーを知らず運転技術が未熟なまま乗り回している若者や子どもも少なくありません。 

運転手として、ヒヤリ！とした経験をお持ちの保護者もおありかと思います。わが子に自転車を運転させる時点で「運転するに十分な技術や知識を持っているかどうか」「総合的に見てどこまでの道路に乗り出せるのか」を身近にいる大人が見極めてください。子どもの乗車技術や今住んでいる地域の交通事情等の違いで、一律にここまでと言う線が引けないのが実情です。学校では自転車に関する安全教育は警察の指導を受けながら３年生で実施しておりますが、この１回だけで十分とはいえません。折に触れ、機会を捉え知識やマナーを教えたり、運転技術を身に付けさせたりして路上へ出す事は大人の役目だと思います。是非、ご理解とご協力をいただきたいと思います。
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　　　　敷 島 小 の 決 ま り　＜ご家庭へのお願い＞
よく整備され、子どもの体にあった自転車に乗せるようにしてください。また、交通ルールを守るように指導してください。自転車に乗る範囲については地域の実態や子どもの実態を考慮して家庭で判断してください。
　 どうぞ、この夏休みが、子ども達にとって安全で楽しい日々になりますようよろしくお願いします。 

　８月２７日の始業式で元気一杯な生き生きとした表情の子どもたちと出会えることを心待ちにしております。ご家族の皆様もお健やかにお過ごしください。何か、気になることやご心配な点は学校へ連絡してください。　　　　０５５－２７７－２０２６　 

